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ま え が き 

 

雇用形態の多様化が進展するなかで、所得を得る機会としてだけではなく、キャリアや職

業能力形成が可能となる勤労生活を、現在においてもかつ将来的にも確保・実現するために

は、能力開発の実施が不可欠である。しかしながら、非正規社員及び外部労働者は、正社員

に比べ、能力開発機会に差があることは否定できず、現状のままでは職業能力の蓄積が進ま

ないために、キャリア形成に支障を生じるかもしれない。さらには、将来的に、我が国にお

ける技能の継承や労働生産性に悪影響を及ぼすおそれも指摘されている。 

このような事情を背景に、近年、非正規社員がどのようなキャリアパスを歩んでいるのか、

また企業内訓練をどの程度受けているのかといった能力開発・キャリア形成のあり方を明ら

かにする必要性が高まってきた。 

そこで、労働政策研究・研修機構では、プロジェクト研究「新たな経済社会における能力

開発・キャリア形成支援のあり方に関する研究」のサブテーマとして、直接雇用の非正規社

員を主たる研究対象とした「非正規労働者の態様に応じた能力開発施策に関する調査研究」

を実施することとした。 

今年度は研究計画の3年目にあたり、当機構が独自に実施した就業者調査の個票データの

分析を行い、日本人労働者のキャリアパスの類型化と非正規社員の企業内訓練の受講機会や

訓練効果についての分析を行った。その結果をとりまとめたのが、本報告書である。 

本報告書の成果が多くの人々に活用され、今後の職業能力開発に関わる政策論議に役立て

ば幸いである。 

なお本報告書の執筆は別記のそれぞれが担当したが、とりまとめは原ひろみ（人材育成部

門・副主任研究員）が行った。 
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